
  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
      

      

  

 

 

 

 

 

 

Next Generation は青少年（ＹＹ）コーナーの情報紙です。 

 ☆ ＣＯＮＴＥＮＴＳ ☆  

英語の時間 / 特集 ホラー＆ダークファンタジー / お知らせ・新着案内 

上尾市図書館  上尾市上町一丁目７－１  TEL 048-773-8521

                                           図書館ＨＰ  https://ageo-lib.jp/ 

YY ページ https://ageo-lib.jp/yy/ 

参考 

『推し活英語』〔837〕 

劇団雌猫／監修 学研プラス 

 

R７年１２月発行 

英語の時間 
みなさんは推している人やものはありますか？ 

動画や SNS は世界中で見ることができて、推し活で多文化交流が

広がることもあります。 

そこで今回は、推し活で使えそうな英語を問題にしてみました。 

ぜひチャレンジしてみてね。 

英語で推し活♪ 

YY ページ 
（ティーンズのページ） 

次の日本語に合う英語はどれか、選んでみてね。 



★少年が怪物と対峙するダークファンタジー 

『怪物はささやく』  

ｼｳﾞｫｰﾝ･ﾀﾞｳﾄﾞ/原案 ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ﾈｽ/著 

池田真紀子/訳 あすなろ書房 〔933 ﾈｽ〕 

コナー・オマリーは、十三歳。いまは母さんと二人、小さな家で暮

らしています。母さんは病気を患い、体調がよくありません。 

コナー自身も毎晩見る悪夢に悩まされています。ある夜、イチイ

の木の姿をした怪物がコナーの家に現れます。その日から怪物

は何度も現れ、３つの物語をコナーに語ります。そして３つの物

語が終わった時、「おまえの真実を語れ」とせまってきます。コナ

ーの真実とは何なのか。結末まで見届けてください。 

「どことなく不安をかきたてるモノクロの挿絵」も豊富。 

 

★怖くて美しいお友達 

『吸血令嬢カーミラ』 ｼﾞｮｾﾞﾌ･ｼｪﾘﾀﾞﾝ･ﾚ･ﾌｧﾆｭ他/原作 令丈ヒロ子/文 ポプラ社〔933 ｷｭ〕 

１８７２年に書かれた吸血鬼小説を、日本の作家が読みやすく書き起こしました。原作者は、ヴィクトリア朝 

時代のアイルランド・ホラーの父と呼ばれているそうです。時代を超えて読まれてきた名作は、怖さ倍増とい 

う気がしてきます。ある日、貴族令嬢ローラの城にやってきたカーミラは、優雅で見ていると吸い込まれそう 

な魅力的な令嬢でした。二人はすぐ仲良しになって…。でも、カーミラの正体は？ 

ヴァンパイアの物語って今もずっと創作されているけれど、「美」がセットなところも、つい読みたくなるような、 

書き手もテーマにしたくなるような、強い魅力があるんでしょうね。本書にはもう一編、『美しき人狼』も入っています。人狼もまた、

繰り返し創作されるテーマですよね。 

★ 怖い話で英語が学べちゃう 

『イミコワ英語』水谷健吾･氏田雄介/文 

Gakken 〔835〕 

この本は英語の文法が学べる本です。 

勉強の本かー・・・と思った人もいるかも 

しれませんね。でもこの本はただの勉強 

の本ではありません。英文の例題が、 

「意味がわかると怖い話」になっています。１ページごとに１つ文章

が載っています。短い文章なので１つ１つ短時間で読むことがで

きて、意味がわかったときにゾッとするとともに得も言われぬスッ

キリ感が味わえます。英文だと意味がわからないと思っている人

も大丈夫！英文の下には日本語訳もついています。日本語訳を

読んでも意味がわからないって思う人も大丈夫！この本のキャラ

クターのレイカとギギがヒントを教えてくれています。イミコワな文

章で怖いながらも楽しく（？）勉強できちゃう一石二鳥な本です。 

 

ｓｅａｓｏｎ２・その 17 広域
こ う い き

利用
り よ う

してみない？ 
上尾市に住んでいる人は、さいたま市・伊奈町・蓮田市・桶川市

の図書館も利用できます。地域によっては自転車でも行けるね。 

☆まずは、Ｗｅｂサイトをチェックしてみて！ 

各図書館の開館時間や休館日は確認してね。 

☆忘れずに持っていこう！ 

上尾市図書館と同じく、利用カードを作るには、氏名や住所の確認でき

るものを持って行ってくださいね。例えば生徒手帳とか…図書館によっ

て違うかもしれないので注意してね。 

☆利用カードが作れたら・・・ 

どこの図書館でも共通なのは、返却期限を守って大切に利用しようっ

てこと。他市で借りた本は、間違えて上尾市図書館に返さないように 

借りた図書館に返してくださいね。 

☆予約もできるかも♪ 

本の予約も各館のきまりに従ってね。何冊予約できるか、新しい本は

予約できるか、ルールは色々だよ。 

上尾市にない本に出会えるチャンス！ 

 

このコーナーでは図書館の使い方などをナビゲートするよ。 

ちょっとしたコツをつかむと便利だよ!(^^) 

 

 

学校生活にスグ役立つ本～冬休みにいかが？～ 

今回のテーマは｢冬スポーツ｣と｢科学館｣だ！ 

○冬 『１００％スキー』 

ｷﾞﾖｰﾑ･ﾃﾞﾐｭｰﾙ/文 ﾛｰﾗﾝ･ｵｰﾄﾞｩｱﾝ/絵 清水幸子/訳 ｻｳｻﾞﾝﾌﾞｯｸｽ社〔784〕 

校外学習でスキーをする学校もあるかな？この本では、スキー場でのマナー、冬

山の天気や安全管理、スキーウェアや道具の特徴などを知ることができます。オリ

ンピックの解説やスキーにまつわるクイズもあるよ。 

大自然でのリスクを学んだ上で、真っ白いゲレンデへの旅を楽しもう♪ 

○科 『なぜ？を考える力がつく 東京科学館めぐり』   

G．B.〔406〕  

科学館や工場見学は好きですか？体験コーナーや、レアな 

お土産も楽しみのひとつ。この本では、東京を中心に関東近県 

の、大きな博物館から個性的な科学館まで紹介しているよ。 

宇宙、生物、エコ、ものづくり、気象、食物とか、今知りたいよね。 

東京北区にある「紙の博物館」では、紙の歴史文化、原料や紙のリサイクルについ

てもわかるらしい。ほかにも国立極地研究所 南極・北極博物館、容器文化ミュー

ジアム、目黒寄生虫館、地質標本館など、マニアックな所もたくさんあるよ。 

 

★ 怖いもの見たさ、とは？ 

『「怖い」が、好き！』 加門七海/著  

イースト･プレス 〔147〕 

怪談話やホラー映画、お化け屋敷は好きですか？「人生には、

お化けが必要です。」という章から始まるこの本。もともと日本

人は、不思議なモノの前で身の程をわきまえ、ほどよい距離で

暮らしてきたそうだよ。さて作者は、「怖い」という感情を四つに

分けて話を進めます。それは、 

・「ある」ものがなくなる怖さ。 

・「ある」ものが知らないものに変わってしまう怖さ。 

・「ない」ものがある怖さ。 

・わからない怖さ。 

「恐怖」は、危機を知らせるための心の作用だそう。怖いものが

ひとつくらいあったほうが、身を守る警戒心になるし、痛みを想

像できる。そっか！だんだん怖さの心理がわかってくるかも。 

★自分の興味のあるホラーのジャンルがわかるかも！？ 

『ジャンル特化型ホラーの扉』 闇/編著 澤村伊智ほか/著 河出書房新社 〔913.6 ｼﾞｬ〕 

みなさんはホラーというとどういうものを思い浮かべますか？ホラー小説を読んでどういうところが怖いと思いますか？一口にホラー

といっても心霊ホラー、オカルトホラー、サスペンスホラー、パニックホラー、SF ホラーなど、様々なジャンルがあります。編著者はこ

の本の中で、恐怖の根源を「Who（人や幽霊）」・「What（人以外）」・「Why（理由）」・「Where（所）」・「When（時）」・「Hoｗ（表現方法）」と

いう「５W１H」の６つのジャンルに分けています。そして６つのジャンルごとにホラー作家による書下ろしの 

短編小説を掲載し、その恐怖の根源や魅力、楽しみ方を解説しています。自分がどういうジャンルの怖さ 

が好きか探してみては？巻末にそれぞれのジャンルのおすすめ本も紹介されているのでぜひ読んでみてね。 

★日本の王道！江戸の怪談 

『ぬけ穴の首』 

井原西鶴/著 廣末保/作 岩波書店〔913.5 ｲ〕 

井原西鶴は、詩人の松尾芭蕉や劇作者の近松門左衛門らとほ

ぼ同じ時代に生きた江戸時代の小説家です。この本は井原西鶴

の作品を「種にして、それに枝葉をつけ、かなりおもいきってつく

りかえられた」作品になっています。表題作は、兄判兵衛の仇を

とろうと仇討ちを行う弟判右衛門とその息子判八の話です。敵の

弥平次の家にしのびこんだ二人でしたが、敵に見つかってしまい

ます。さらにぬけ穴から抜け出すとき判右衛門の体がはまってし

まいます。判右衛門は敵に素性がばれないように、「自分の首を

切れ」と判八に頼みますが…果たして仇討ちは成功するのでしょ

うか。後味が悪い内容になっています(笑) 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 



  

                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

  

 

 

『中高生のための表現読本』 

石丸 恵彦ほか／編 

筑摩書房 [817] 

『動物の看護師さん奮闘記』 

保田 明恵／著 

大月書店 [649] 

『にっぽんのおかし』 

内田 有美／絵 

主婦と生活社 [588] 

『クローバー』 

ナ ヘリム／著 

講談社 [929 ﾅ] 

『君と綴る明日』 

日野 祐希／著 

PHP 研究所 [913.6 ﾋﾉ] 

『百十三代目の司書見習い』 

スチュアート・ウィルソン／著 

東京創元社 [933 ｳｨ] 

『いちばんうつくしい王冠』 

荻堂 顕／著 

ポプラ社 [913.6 ｵｷﾞ] 

図書館で皆さんのこころを満たしてくれる一冊を、じっくりさがしてみてね♪ 

 

★表紙『英語の時間』のクイズの答え →○F  ②→○E  ③→○C  ④→○B  ⑤→○D  ⑥→○A  

 

新たに YY ページ（ティーンズのページ）ができました。 

図書館ホームページ 

 https://ageo-lib.jp/ 

YY ページ  

https://ageo-lib.jp/yy/ 

『なくなればいいのに。』 

穴沢 大輔／著 

自由国民社 [326] 

YY コーナーのことやおすすめの本を紹介しています。 

Next Generation のバックナンバーも見られます。 

ぜひ見てね！ 

 


